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出
家
前
の
慶
滋
保
胤
の
狂
言
綺
語
観
を
再
検
討
す
る

李

篠

硯

一
、
は
じ
め
に

狂
言
綺
語
」
を
初
め
て
詩
に
用
い
た
の
は
白
居
易
で
あ
る
。
彼
に
よ

っ
て
狂
言
綺
語
観
（
仏
教
信
仰
上
、
否
定
す
べ
き
狂
言
綺
語
（
文
学
作

品
）
を
来
世
の
讃
仏
の
機
縁
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
）
は
形
成
さ
れ

た
。
そ
れ
を
日
本
で
最
初
に
受
容
し
た
の
は
勧
学
会
で
あ
る
。
源
為
憲

『
三
宝
絵
』
に
よ
れ
ば
、
勧
学
会
と
は
、「
ク
レ
ノ
春
、
ス
ヱ
ノ
秋
ノ
望

ヲ
ソ
ノ
日
ニ
定
テ
、
経
ヲ
講
ジ
、
仏
ヲ
念
ズ
ル
事
ヲ
其
勤
ト
セ
ム
。
コ
ノ

世
、
後
ノ
世
ニ
、
ナ
ガ
キ
友
ト
シ
テ
、
法
ノ
道
、
文
ノ
道
ヲ
タ
ガ
ヒ
ニ
ア

ヒ
ス
ヽ
メ
ナ
ラ
ハ
ム
」
と
い
う
会
で
あ
る
。

慶
滋
保
胤
は
勧
学
会
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
の
狂
言
綺

語
観
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
概
ね
二
つ
の

意
見
に
分
け
ら
れ
る
。
山
田
昭
全
氏
は
、
出
家
前
の
保
胤
に
と
っ
て
白
居

易
が
倣
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
勧
学
会
の
「
成
立
の
精
神
に
於
い
て
は
何

と
い
っ
て
も
白
楽
天
に
負
う
所
多
大
で
あ

１
）

っ
た
」
と
し
、
出
家
後
、
彼
が

天
神
の
廟
前
に
捧
げ
た
願
文
「
賽
菅
丞
相
廟
願
文
」
に
つ
い
て
は
、「
花

言
綺
語
の
遊
び
が
神
道
に
何
等
益
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
、
は
っ
き
り
断

言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
。
誠
に
痛
烈
な
文
芸
否
定
の
宣
言
で
あ
る
と

２
）

思
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
柳
井
滋
氏
は
、
保
胤
が
出
家
前
、
白
居
易
に

深
く
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
「
詩
文
と
仏
法
の
両
面
か
ら
白
居
易

を
追
つ
て

３
）

い
た
」
と
評
し
、
出
家
後
の
「
賽
菅
丞
相
廟
願
文
」
に
至
っ
て

文
学
を
全
面
的
に
否
定
し
、
そ
の
「
詩
文
が
菩
提
の
た
め
に
全
く
無
用
で

あ
る
と
い
う
否
定
の
し
か
た
が
、
白
楽
天
の
場
合
と
全
く
異
な
つ
て
い
る

の
で

４
）

あ
る
」
と
す
る
。
後
藤
昭
雄
氏
は
保
胤
の
生
涯
を
整
理
し
、
出
家
前

の
保
胤
が
参
加
し
て
い
た
勧
学
会
な
ど
の
法
会
で
白
居
易
が
「
狂
言
綺

語
」
を
詠
み
込
ん
だ
一
文
を
誦
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
狂
言
綺

語
の
罪
か
ら
免
れ
る
文
字
通
り
の
免
罪
符
な
の
で

５
）

あ
る
」
と
述
べ
、
そ
れ

に
対
し
出
家
後
の
「
賽
菅
丞
相
廟
願
文
」
に
至
り
、「
詩
の
詠
作
は
『
花

言
綺
語
』
と
し
て
は
っ
き
り
と
否
定
さ
れ
て

６
）

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
三
氏
は
と
も
に
、
出
家
前
の
保
胤
は
、
白
居
易
の
狂
言
綺
語
観
を

継
承
し
て
、
勧
学
会
で
讃
仏
の
詩
を
作
っ
た
と
し
、
出
家
後
に
は
、
文
学

を
全
面
的
に
否
定
し
、
白
居
易
の
狂
言
綺
語
観
か
ら
離
れ
た
と
見
な
し
た

の
で
あ
る
。

一
方
、
吉
原
浩
人
氏
は
、
保
胤
は
出
家
前
、
出
家
後
を
問
わ
ず
、
一
貫

し
て
讃
仏
詩
を
求
め
、
白
居
易
の
狂
言
綺
語
観
を
踏
襲
し
た
と
の
新
見
を

提
示
し
た
。
吉
原
氏
は
「
慶
滋
保
胤
勧
学
会
詩

７
）

序
考
」
に
お
い
て
保
胤
の
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勧
学
会
詩
序
に
あ
る
文
言
の
典
拠
を
徹
底
的
に
分
析
し
、
勧
学
会
時
代
の

保
胤
は
白
居
易
に
傾
倒
し
た
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
、
ま
た
「
慶
滋
保
胤

『
賽
菅
丞
相
廟
願
文
』
訳
註
」
に
お
い
て
、「
賽
菅
丞
相
廟
願
文
は
、
慶

滋
保
胤
出
家
直
後
の
も
の
で
あ
る
。
出
家
し
た
以
上
、
四
六

文
に
基

づ
く
願
文
を
著
す
べ
き
で
は
な
い
の
だ
が
、
天
満
天
神
す
な
わ
ち
菅
原
道

真
へ
の
思
慕
と
、『
法
華
経
』
作
文
会
開
筵
の
意
志
が
ま
さ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
保
胤
は
、
勧
学
会
と
同
様
な
法
華
講
会
を
、

北
野
聖
廟
前
に
お
い
て
開
筵
す
る
こ
と
を
企
図

８
）

し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ

も
、
少
な
く
と
も
出
家
前
の
保
胤
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
の
狂
言
綺
語
観

を
継
承
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
従
来
の
見

解
と
異
な
り
、
出
家
前
の
保
胤
が
白
居
易
と
は
異
な
る
狂
言
綺
語
観
を
形

成
し
て
い
た
と
主
張
し
た
い
と
思
う
。
以
下
詳
し
く
検
討
す
る
。

二
、
狂
言
綺
語
観：

白
居
易
か
ら
勧
学
会
へ

慶
滋
保
胤
の
狂
言
綺
語
観
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
狂
言
綺
語
観
は
ど

の
よ
う
に
白
居
易
か
ら
勧
学
会
に
伝
わ
っ
た
の
か
を
究
明
し
て
お
き
た

い
。白

居
易
の
狂
言
綺
語
観
は
主
に
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」
と
「
蘇
州

南
禅
院
白
氏
文
集
記
」
と
い
う
二
作
品
に
表
れ
て
い
る
。

①
「
蘇
州
南
禅
院
白
氏
文
集
記
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
一
・2955

）

且
有
本
願
、
願
以
今
生
世
俗
文
字
、
放・
言・
綺・
語・
之
因
、
転
為
将
来
世

世
讃
仏
乗
転
法
輪
之
縁
也
。

（
且
つ
本
願
有
り
、
願
は
く
は
今
生
世
俗
文
字
、
放・
言・
綺・
語・
の
因
を

以
て
、
転
じ
て
将
来
世
世
讃
仏
乗
転
法
輪
の
縁
と
為
さ
ん
と
す
る
な

り
。）

私
に
は
宿
願
が
あ
る
。
現
世
世
俗
の
文
字
、
放
言
・
美
辞
（
で
あ
る

我
が
詩
文
集
）
を
転
じ
て
、
未
来
永
世
仏
法
を
讃
嘆
し
、
仏
の
教
え

を
説
く
機
縁
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
。）

②
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」（『
白
氏
文
集
』
巻
七
十
・3608

）

我
有
本
願
、
願
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
、
狂
言
綺
語
之
過
、
転
為
将

来
世
世
讃
仏
乗
之
因
、
転
法
輪
之
縁
也
。

（
我
に
本
願
有
り
、
願
は
く
は
今
生
の
世
俗
文
字
の
業
、
狂
言
綺
語

の
過
を
以
て
、
転
じ
て
将
来
世
世
の
讃
仏
乗
の
因
、
転
法
輪
の
縁
と

為
さ
ん
と
す
る
な
り
。）

私
に
は
宿
願
が
あ
る
。
現
世
世
俗
の
文
字
の
罪
業
、
狂
句
・
美
辞
の

過
失
（
で
あ
る
我
が
詩
文
集
）
を
転
じ
て
未
来
永
世
仏
法
を
讃
歎

し
、
仏
の
教
え
を
説
く
機
縁
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

文
字
の
配
列
が
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
基
本
的
な

意
味
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
白
居
易
は
仏
教
の
立
場
か

ら
、
自
分
が
そ
れ
ま
で
書
い
た
「
世
俗
文
字
」「
狂
言
綺
語
」
が
過
ち
で

あ
る
と
認
め
つ
つ
、
そ
れ
が
来
世
の
「
讃
仏
乗
」・「
転
法
輪
」
の
機
縁
に

転
じ
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。
こ
の
二
篇
の
文
章
は
い
ず
れ
も
白
居
易
が
自

分
の
詩
文
集
を
寺
院
に
奉
納
す
る
際
に
書
い
た
附
記
で
あ
る
た
め
、
文
中

に
あ
る
「
世
俗
文
字
」、「
狂
言
綺
語
」
が
寺
院
に
納
め
よ
う
と
す
る
詩

集
、
即
ち
『
洛
中
集
』
と
『
蘇
州
南
禅
院
白
氏
文
集
』
を
指
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
洛
中
集
』
に
は
主
に
白
居
易
が
劉
禹
錫
ら
と
唱

和
し
た
花
鳥
風
月
の
詩
が
収
め
ら
れ
て

９
）

い
る
。『
蘇
州
南
禅
院
白
氏
文
集
』

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
に
は
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有
文
集
七

、
合
六
十
七
巻
、
凡
三
千
四
百
八
十
七
首
。
其
間
根
源

五
常
、
枝
派
六
義
、
恢
王
教
而
弘
仏
道
者
、
多
則
多
矣
。
然
寓
興
、

放・
言・
、

情
、
綺・
語・
者
、
亦
往
往
有
之
。

（
文
集
七

有
り
、
合
は
せ
て
六
十
七
巻
、
凡
て
三
千
四
百
八
十
七

首
。
其
の
間
五
常
を
根
源
と
し
、
六
義
を
枝
派
と
し
、
王
教
を
恢
め

て
仏
道
を
弘
む
る
者
、
多
き
こ
と
は
則
ち
多
し
。
然
れ
ど
も
寓
興
、

放・
言・
、

情
、
綺・
語・
な
る
者
、
亦
往
往
に
し
て
之
有
り
。）

七

、
六
十
七
巻
、
三
千
四
百
八
十
七
首
か
ら
成
り
立
っ
た
（
私
、

白
居
易
の
）『
蘇
州
南
禅
院
白
氏
文
集
』
の
う
ち
に
は
、
儒
教
仏
教

を
広
め
る
為
の
詩
文
も
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
「
放
言
」「
綺

語
」
と
言
わ
れ
る
世
俗
的
な
詩
文
も
少
な
く
な
い
。

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
儒
教
・
仏
教
に
関
わ
る
も
の
以
外

に
、「
放
言
」「
綺
語
」
で
あ
る
も
の
も
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
言
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
主
に
花
鳥
風
月
詠
を
指
す
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
以

上
の
よ
う
に
、「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」
に
お
い
て
も
、「
蘇
州
南
禅
院

白
氏
文
集
記
」
に
お
い
て
も
「
狂
言
綺
語
」
が
主
と
し
て
花
鳥
風
月
詠
を

指
し
て
い
る
こ
と
が
わ

10
）

か
る
。

一
方
、
勧
学
会
の
結
衆
た
ち
の
狂
言
綺
語
観
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
三

宝
絵
』
の
「
比
叡
坂
本
勧
学
会
」
の
条
に
は
、
勧
学
会
の
全
て
の
行
事
が

終
わ
っ
た
あ
と
、
前
掲
し
た
②
の
白
居
易
の
「
狂
言
綺
語
」
の
一
句
が
読

誦
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
勧
学
会
の
結
衆
も
白
居
易
と
同
様

に
、
今
生
の
「
世
俗
文
字
」・「
狂
言
綺
語
」
の
業
を
来
世
の
讃
仏
説
法
の

因
縁
に
転
換
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
た
。
で
は
、
勧
学
会
の
結
衆
に
と
っ

て
来
世
の
讃
仏
説
法
の
因
縁
に
転
換
で
き
る
「
世
俗
文
字
」・「
狂
言
綺

語
」
は
何
だ
ろ
う
か
。「
比
叡
坂
本
勧
学
会
」
の
条
に
は
勧
学
会
の
場
で

書
か
れ
た
詩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

仏
ヲ
ホ
メ
、
法
ヲ
ホ
メ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
ソ
ノ
詩
ハ
寺
ニ
ヲ
ク
。

勧
学
会
で
創
作
す
る
詩
は
仏
法
を
賛
嘆
す
る
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
詩
は
法

会
の
開
催
さ
れ
る
寺
院
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
勧
学
会
の

結
衆
に
と
っ
て
、
讃
仏
の
詩
こ
そ
が
来
世
の
讃
仏
説
法
の
因
縁
に
転
換
し

た
い
「
世
俗
文
字
」・「
狂
言
綺
語
」
で
あ
っ
た
。

勧
学
会
で
作
ら
れ
た
讃
仏
詩
が
「
狂
言
綺
語
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
は
い
く
つ
か
の
傍
証
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
康
保
元
年
（
九
六

四
）
九
月
に
行
わ
れ
た
第
二
回
勧
学
会
を
記
録
し
た
源
為
憲
の
「
勧
学

11
）

会
記
」
で
あ
る
。

縦
把
綺
語
之
罪
、
請
作
随
喜
之
詩
。

（
縦
ひ
綺
語
の
罪
を
把
れ
ど
も
、
請
ふ
ら
く
は
随
喜
の
詩
を
作
ら
む

こ
と
を
。）

た
と
え
美
辞
を
作
る
罪
に
陥
ろ
う
と
も
、
仏
法
を
見
聞
す
る
歓
喜
を

詩
に
詠
も
う
で
は
な
い
か
。

文
中
、「
綺
語
の
罪
」
が
「
随
喜
の
詩
」
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
讃
仏
詩
が
狂
言
綺
語
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
つ
は
紀
斉
名
が
勧
学
会
の
場
で
作
っ
た
「
摂
念
山
林
」
詩
序

（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・278

）
で
あ
る
。
詩
序
の
末
尾
の
部
分
に
こ
れ
か

ら
詠
も
う
と
す
る
詩
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

先
講
経
而
後
言﹅
詩﹅
、
内
信
心
而
外
綺﹅
語﹅
。

（
先
ず
経
を
講
じ
て
後
に
詩
を
言
ふ
。
信
心
を
内
に
し
て
綺
語
を
外

に
す
。）

ま
ず
法
華
経
を
講
釈
し
、
そ
し
て
讃
仏
の
詩
を
作
る
。
仏
法
へ
の
信
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仰
心
を
内
に
持
ち
な
が
ら
、
綺
語
で
あ
る
讃
仏
の
詩
文
を
外
に
表
出

す
る
。

こ
こ
で
は
上
句
の
「
講
経
」（
経
典
を
講
じ
る
こ
と
）
は
下
句
の
「
信
心
」

と
対
応
し
、
上
句
の
「
言
詩
」（
詩
を
詠
む
こ
と
）
は
下
句
の
「
綺
語
」

と
対
応
す
る
。
つ
ま
り
、「
綺
語
」
は
勧
学
会
で
作
ら
れ
た
讃
仏
詩
を
指

す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
狂
言
綺
語
観
と
勧
学
会
の
そ
れ
と
を
比
べ
て

み
る
と
、
今
生
の
狂
言
綺
語
の
詩
文
を
来
世
の
仏
縁
に
転
じ
た
い
と
い
う

願
い
を
持
つ
点
で
両
者
は
一
致
す
る
。
し
か
し
、
仏
縁
に
転
じ
る
こ
と
の

で
き
る
「
狂
言
綺
語
」
を
白
居
易
は
風
月
詩
と
み
な
し
、
勧
学
会
の
結
衆

は
讃
仏
詩
と
み
な
し
て
い
る
点
で
両
者
は
大
き
く
異
な
る
。

三
、
出
家
前
の
慶
滋
保
胤
の
狂
言
綺
語
観

そ
れ
で
は
、
勧
学
会
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
保
胤
は
は
た
し
て

勧
学
会
の
結
衆
と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
保
胤
が
法
会
の
場
で
作
っ

た
三
篇
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
出
家
前
の
彼
の
狂
言
綺
語
観
を
検
討
し

た
い
。

ま
ず
、「
勧
学
院
仏
名

文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三

12
）

・399

）
に
あ
る

狂
言
綺
語
と
関
連
す
る
部
分
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
の

文
は
勧
学
院
で

仏
名
会
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
勧
学
院
は
大
学

寮
に
設
置
さ
れ
る
藤
原
氏
の
大
学
別
曹
で
あ
り
、
仏
名
会
は
毎
年
十
二
月

中
旬
の
三
日
間
、『
仏
名
経
』
を
読
誦
し
て
三
世
諸
仏
の
名
号
を
唱
え
、

罪
業
を
懺
悔
す
る
法
会
で
あ
る
。
仏
名
会
が
行
わ
れ
た
の
は
宮
中
、
諸
国

の
国
庁
、
寺
社
な
ど
だ
が
、
勧
学
院
の
例
は
こ
の

文
以
外
確
認
で
き
な

い
。

文
で
は
勧
学
院
に
在
籍
す
る
学
生
の
二
つ
の
罪
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
一
つ
は
殺
生
の
罪
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
妄
語
綺
語
の
罪
で
あ
る
。

妄
語
綺
語
の
罪
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

春
苑
鳴
硯
、
以
花
称
雪
。
秋
籬
染
筆
、
仮
菊
号
金
。
妄・
語・
之・
咎・
難

逃
、
綺・
語・
之・
過・
何
避
。

（
春
の
苑
に
硯
を
鳴
ら
し
て
、
花
を
以
て
雪
と
称
す
。
秋
の
籬
に
筆

を
染
め
て
、
菊
を
仮
り
て
金
と
号
す
。
妄・
語・
の・
咎・
逃
れ
難
く
、
綺・
語・

の・
過・
何
ぞ
避
け
ん
。）

春
苑
の
詩
宴
で
は
、
花
を
雪
に
喩
え
る
。
秋
籬
の
詩
宴
で
は
、
菊
を

黄
金
に
喩
え
る
。
詩
文
を
作
る
行
為
は
妄
語
、
綺
語
の
罪
を
免
れ
な

い
の
で
あ
る
。

妄
語
」「
綺
語
」
の
具
体
例
と
し
て
花
を
雪
に
、
菊
を
金
に
喩
え
る
文

飾
、
つ
ま
り
比
喩
的
な
表
現
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
比
喩
表
現
を
ふ
ん
だ

ん
に
用
い
る
の
は
文
人
ら
が
よ
く
作
る
花
鳥
風
月
詠
に
顕
著
に
見
ら
れ
る

特
徴
で

13
）

あ
る
。
保
胤
に
と
っ
て
、
風
月
詩
を
作
る
こ
と
は
「
妄
語
」「
綺

語
」
の
罪
で
あ
り
、
懺
悔
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
風
月
詩

を
否
定
的
に
見
な
し
、
自
分
の
日
常
的
な
作
詩
の
行
為
を
反
省
す
る
保
胤

の
姿
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、
保
胤
が
勧
学
会
（
年
時
不
明
）
で
作
っ
た
「
聚
沙
為
仏
塔
（
沙

を
聚
め
て
仏
塔
を
為
る
）」
詩
序
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・277

）
か
ら
狂

言
綺
語
と
関
わ
る
部
分
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
い
。
詩
序
の
冒
頭
で
勧

学
会
の
本
質
を
説
明
す
る
に
当
た
っ
て
、
保
胤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

凡
知
此
会
者
、
謂
為
見
仏
聞
法
之
張
本
。
軽
此
会
者
、
恐
為
風
月
詩

酒
之
楽
遊
。
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（
凡
そ
此
会
を
知
る
者
は
、
謂
ひ
て
見
仏
聞
法
の
張
本
と
為
さ
む
。

此
会
を
軽
ん
ず
る
者
は
、
恐
ら
く
は
風
月
詩
酒
の
楽
遊
と
為
さ
む
こ

と
を
。）

勧
学
会
の
本
来
の
趣
旨
を
知
る
人
な
ら
、
こ
の
会
は
仏
法
を
見
聞
す

る
契
機
に
す
る
会
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
勧
学
会
を
軽

ん
じ
る
人
に
は
風
月
を
弄
び
、
詩
や
酒
を
楽
し
む
（
仏
法
を
無
視
す

る
）
会
だ
と
理
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

此
の
会
を
知
る
者
」「
此
の
会
を
軽
ん
ず
る
者
」
は
勧
学
会
の
内
部
の

者
を
指
す
か
、
外
部
の
者
を
指
す
か
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
保
胤
は
「
こ
の
会
を
知
る

者
」
に
属
し
、
仏
法
を
見
聞
す
る
機
会
と
し
て
勧
学
会
に
参
加
し
て
い
た

こ
と
は
疑
い
な
い
。
彼
は
勧
学
会
の
結
衆
と
同
様
に
、
讃
仏
の
詩
文
を
作

る
こ
と
が
来
世
の
仏
縁
と
繫
が
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
傍
線
部
で
あ
る
。
保
胤
は
勧
学
会
を
「
風

月
詩
酒
の
楽
遊
」
と
し
て
軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
悪
し
た
よ
う
だ
。
ま

た
、
弟
の
賀
茂
保
章
が
康
保
元
年
（
九
六
四
）
九
月
に
勧
学
会
の
場
で
作

っ
た
「
志
楽
於
静
処
（
志

静
か
な
る
処
に
楽
し
む
）」

14
）

詩
序
に
於
い
て
も

次
の
よ
う
に
類
似
的
な
思
想
を
示
し
て
い
る
。

凡
此
詩
、
為
仏
、
為
法
、
為
勧
学
、
為
結

而
作
之
、
不
（
為
）
風

月
而
作
矣
。

（
凡
そ
此
の
詩
、
仏
の
為
、
法
の
為
、
勧
学
の
為
、
結

の
為
に
し

て
之
を
作
り
、
風
月
の
為
に
し
て
作
ら
ず
。）

勧
学
会
で
作
る
詩
は
、
仏
法
の
為
に
、
勧
学
の
為
に
、
結

の
為
に

作
る
も
の
で
あ
っ
て
、
風
月
を
楽
し
む
為
に
作
る
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
保
章
は
仏
法
の
た
め
に
、
仏
と
結
縁
す
る
た
め
に
讃
仏
の
詩
を
作

る
こ
と
を
強
調
し
、
風
月
を
弄
ぶ
た
め
の
詩
を
否
定
す
る
。
勧
学
会
の
場

に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
保
章
の
姿
は
保
胤
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
保
胤
も
保
章
も
勧
学
会
で
作
ら
れ
た
讃
仏
詩
の
仏
教

性
、
即
ち
讃
仏
詩
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
来
世
の
仏
縁
に
転
じ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
彼
ら
は
讃
仏
詩
が
風
月
詩
と
同
等
視
さ
れ

る
の
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
保
胤
が
出
家
直
前
の
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
あ
る
い
は
寛
和
二

年
（
九
八
六
）
の

15
）

春
に
六
波
羅
蜜
寺
で
開
催
さ
れ
た
供
花
会
の
場
で
作
っ

た
「
一
称
南
無
仏
（
南
無
仏
を
一
称
す
）」
詩
序
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・

276

）
か
ら
狂
言
綺
語
と
関
わ
る
部
分
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
加
え
た
い
。

供
花
会
と
は
文
字
通
り
、
仏
前
に
花
を
供
え
る
法
会
で
あ
る
が
、
開
催
の

日
時
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
詩
序
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

暮
春
三
月
、
百
花
争
開
。
別
修
四
日
八
講
、
号
結
縁
供
花
会
。

（
暮
春
三
月
、
百
花
争
ひ
て
開
く
。
別
に
四
日
八
講
を
修
し
、
結
縁

供
花
会
と
号
す
。）

晩
春
の
三
月
に
花
々
が
先
を
争
っ
て
開
い
た
。
そ
こ
で
我
々
は
（
日

常
的
な
法
華
講
と
は
別
に
）
四
日
間
に
わ
た
っ
て
法
華
八
講
の
筵
を

開
き
、
そ
れ
を
結
縁
の
供
花
会
と
名
付
け
た
。

三
月
に
六
波
羅
蜜
寺
で
四
日
間
の
法
華
八
講
が
開
か
れ
、
そ
れ
は
供
花
会

と
名
付
け
ら
れ
た
。
八
講
の
後
、
讃
仏
の
詩
会
も
開
か
れ
た
こ
と
は
詩
序

に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

当
此
時
也
、

素
相
語
曰
、
世
有
勧
学
会
、
又
有
極
楽
会
。
講
経
之

後
、
以
詩
而
讃
仏
。
今
此
供
花
之
会
、
何
無
歎
仏
之
文
哉
。
満
座
許

諾
、
誰
人
間
然
。
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（
此
の
時
に
当
る
や
、

素
相
語
り
て
曰
く
、
世
に
勧
学
会
有
り
。

又
極
楽
会
有
り
、
講
経
の
後
、
詩
を
以
て
し
て
仏
を
讃
ず
。
今
此
の

供
花
の
会
、
何
ぞ
仏
を
歎
ず
る
文
無
か
ら
ん
や
、
と
。
満
座
許
諾

し
、
誰
人
か
間
然
せ
ん
。）

そ
の
時
、
僧
侶
と
文
人
と
が
語
っ
て
言
う
に
は
、「
世
の
中
に
は
勧

学
会
、
極
楽
会
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
経
典
を
講
じ
た
後
、
讃
仏
の
た

め
に
詩
を
作
る
と
い
う
の
に
、
今
こ
の
供
花
会
で
は
ど
う
し
て
讃
仏

の
詩
文
を
作
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
。
満
座
の
人
々
は
賛
成
し
、

反
対
す
る
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

勧
学
会
と
極
楽
会
の
慣
例
を
踏
ま
え
、
こ
の
供
花
会
で
も
讃
仏
の
詩
を
作

ろ
う
と
の
提
案
に
対
し
て
、
参
会
の
僧
俗
は
同
意
し
、「
南
無
仏
を
一
称

す
」
を
題
に
し
て
詩
を
賦
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
保
胤
は
供
花
会
で
作
ら
れ
た
詩
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
詩
序
の
末
尾
の
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。

少
壮
之
年
、

詠
一
事
一
物
、
強
求
名
聞
。
衰
暮
之
日
、
或
記
蕪
詞

狂
句
、
将
摂
菩
提
。

（
少
壮
の
年
、

に
一
事
一
物
を
詠
じ
て
、
強
ひ
て
名
聞
を
求
む
。

衰
暮
の
日
、
或
は
蕪
詞
狂
句
を
記
し
て
、
将
に
菩
提
を
摂
せ
ん
と

す
。）

若
い
こ
ろ
、
う
か
つ
に
世
俗
の
物
事
を
詠
じ
て
、
強
引
に
出
世
を
求

め
よ
う
と
し
た
。
今
歳
を
と
り
、
蕪
雑
な
句
、
狂
っ
た
表
現
を
記
し

て
、
菩
提
を
心
の
中
に
と
り
入
れ
よ
う
と
す
る
。

保
胤
は
こ
の
一
節
で
は
若
い
頃
作
っ
た
詩
と
今
供
花
会
で
作
ろ
う
と
し
て

い
る
詩
と
を
比
較
す
る
。
保
胤
が
か
つ
て
、
名
声
を
勝
ち
得
る
た
め
に
作

っ
た
詩
は
即
ち
花
鳥
風
月
詠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
文
章
院
で
作

ら
れ
た
「
別
方
山
水
深
（
別
方
に
山
水
深
し
）」
詩
序
（『
本
朝
文
粋
』
巻

九
・248

）
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
い
ま
、
老
年
を
迎
え
た
保
胤
は
、

そ
れ
ら
の
詩
文
の
も
つ
功
利
的
な
面
を
反
省
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
供

花
会
で
作
成
す
る
讃
仏
詩
は
「
蕪
詞
狂
句
」、
即
ち
「
狂
言
綺
語
」
で
は

あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
菩
提
を
心
の
中
に
と
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
だ
と
保
胤
は
信
じ
て
い
た
。
風
月
詩
を
批
判
的
に
、
讃
仏
詩
を

肯
定
的
に
捉
え
る
保
胤
の
姿
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
家
前
の
保
胤
は
勧
学
会
の
結
衆
と
同
様
に
、
讃
仏
詩

を
「
狂
言
綺
語
」
の
罪
だ
と
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
を
来
世
の
説
法
の
因
縁

に
転
じ
た
い
立
場
か
ら
讃
仏
詩
を
積
極
的
に
作
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
保
胤
は
讃
仏
詩
が
風
月
詩
と
同
列
に
見
な
さ
れ
る
こ
と

を
嫌
悪
し
て
い
た
。
彼
は
法
会
の
場
に
お
い
て
讃
仏
詩
の
功
徳
を
肯
定
す

る
一
方
、
風
月
詩
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
風
月
詩
に
対
す
る
否
定
的
、

反
省
的
態
度
は
他
の
勧
学
会
の
結
衆
の
文
章
に
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら

ず
、
保
胤
に
特
徴
的
な
面
だ
と
思
わ
れ
る
。

四
、
結
び
に

こ
こ
で
出
家
前
の
保
胤
の
狂
言
綺
語
観
と
白
居
易
の
狂
言
綺
語
観
と
を

比
較
し
て
み
よ
う
。
保
胤
は
白
居
易
の
狂
言
綺
語
観
に
あ
る
中
心
的
な
思

想
、
即
ち
今
生
の
狂
言
綺
語
の
詩
作
を
来
世
の
仏
縁
に
転
じ
た
い
と
す
る

発
想
を
継
承
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
で
は
風
月
詩

に
対
す
る
態
度
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
白
居
易
は
一
見
風
月
詩
を

狂
言
綺
語
と
し
て
否
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
そ
れ
が
来
世
の

仏
縁
に
転
じ
ら
れ
る
と
し
て
、
肯
定
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ

―19―



れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
保
胤
は
讃
仏
詩
と
風
月
詩
と
を
分
け
て
考
え
て

お
り
、
讃
仏
詩
こ
そ
が
来
世
の
仏
縁
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
讃
仏
詩
が
風
月
詩
と
同
列
に
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
。
保

胤
の
風
月
詩
に
対
す
る
否
定
的
な
態
度
は
白
居
易
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

保
胤
は
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
四
月
二
十
二
日
に
出
家
を
遂
げ
た
。
出

家
直
後
、
彼
は
「
賽
菅
丞
相
廟
願
文
（
菅
丞
相
廟
に
賽
す
る
願
文
）」

（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三
・400

）
で
狂
言
綺
語
に
つ
い
て
改
め
て
意
見
を

述
べ
て
い
る
。
出
家
後
に
お
け
る
保
胤
の
狂
言
綺
語
観
の
変
化
に
つ
い
て

も
、
詳
細
に
論
考
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

注１
）

山
田
昭
全
「
白
楽
天
と
勧
学
会
」（『
山
田
昭
全
著
作
集

第
１
巻

講
会
の
文

学
』
お
う
ふ
う
、2012

年
、
第
一
編
第
三
章
。
初
出
は1959

年9

月
）
、
46
頁
。

２
）

山
田
昭
全
「
狂
言
綺
語
観
の
二
側
面
｜
慶
滋
保
胤
の
詩
観
の
変
遷
｜
」（
注

１
）前
掲
書
、
第
一
編
第
四
章
。
初
出
は1959

年3

月
）、
68
頁
。

３
）

柳
井
滋
「
狂
言
綺
語
観
に
つ
い
て
｜
白
楽
天
か
ら
保
胤
へ
の
屈
折
｜
」（『
国

語
と
国
文
学
』39

4
 
1962

年4

月
）、
31
頁
。

４
）

注

３
）前
掲
論
文
、
33
頁
。

５
）

後
藤
昭
雄
「
慶
滋
保
胤
」（『
日
本
文
学
と
仏
教
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、

1993

年
）、
2
頁
。

６
）

注

５
）前
掲
論
文
、
2
頁
。

７
）

吉
原
浩
人
「
慶
滋
保
胤
勧
学
会
詩
序
考
｜
白
居
易
と
の
関
連
を
中
心
に
」

（『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』、
勉
誠
出
版
、2008

年
。）

８
）

吉
原
浩
人
「
慶
滋
保
胤
『
賽
菅
丞
相
廟
願
文
』
訳
註
」（『
法
華
仏
教
と
関
係

諸
文
化
の
研
究
』、
山
喜
房
仏
佛
書
林
、2013

年
）、
9
頁
。

９
）
『
洛
中
集
』
は
散
逸
し
た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
一
部
が
復
元
さ
れ
て

い
る
。

晋

、「

汝
洛
集

、

洛
中
集

及

洛
下
游

宴
集

与
大
和
至

会
昌

都

人
群
」、（『
唐
代
集
会

集
与

人
群
研
究
』
北
京
大
学
出

版
社
、2001

年
）、
金
燕
「《
洛
中
集
》
之
重
新
考

」（『
楽
山
師
範
学
院
学

報
』2013

年7

月
）
な
ど
に
詳
し
い
。

10
）

白
居
易
は
「
与
元
久
書
（
元
九
に
与
ふ
る
書
）」（『
白
氏
文
集
』
巻
二
十

八
・1486

）
で
自
ら
の
詩
を
「
諷
諭
詩
」、「
閑
適
詩
」、「
感
傷
詩
」、「
雑
律

詩
」
と
分
け
て
い
る
。
こ
の
分
類
法
に
従
え
ば
、
花
鳥
風
月
の
詩
は
「
感
傷

詩
」
及
び
「
雑
律
詩
」
の
一
部
に
当
た
る
だ
ろ
う
。

11
）

藤
原
忠
通
直
筆
の
『
勧
学
会
記
』
に
よ
る
。
そ
の
書
物
は
一
九
八
四
年
に
発

見
さ
れ
、
の
ち
に
後
藤
昭
雄
氏
に
よ
っ
て
翻
字
・
論
考
さ
れ
た
。『
勧
学
会
記
』

は
発
見
者
小
松
茂
美
氏
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。「
勧
学
会
記
」

（
源
為
憲
作
）、「
志
楽
於
静
処
」
詩
と
詩
序
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
詳
細
は

後
藤
昭
雄
「『
勧
学
会
記
』
に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』63

巻6

号
、

1986

年6

月
。
の
ち
に
同
氏
『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』
に
再
録
）
を
参

照
。

12
）
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
写
本
の
目
録
に
も
本
文

に
も
慶
滋
保
胤
の
署
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
配
列
上
、
前
後
の
作

品
も
保
胤
作
で
あ
る
か
ら
、
保
胤
の
作
だ
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
文

章
は
『
三
十
五
文
集
』
に
も
載
っ
て
い
る
が
橘
直
幹
の
作
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
後
藤
昭
雄
氏
の
指
摘
し
た
通
り
、
直
幹
の
作
の
証
拠
は
乏
し
い
。

（『
本
朝
文
粋
抄
二
』、
勉
誠
出
版
、2009

年
）

13
）

花
を
雪
に
、
菊
を
金
に
喩
え
る
例
は
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
数
多
く
あ
る
。

例
え
ば
藤
原
道
長
の
「
林
花
落

舟
（
林
花
落
ち
て
舟
に

く
）」
詩
（『
本
朝

麗
藻
』
巻
上
）
詩
に
あ
る
「
范

泊
迷
霞
乱
処
、
子
猷
行
過
雪
飛
中
（
范

は

泊
り
て
迷
は
む

霞
の
乱
る
る
処
、
子
猷
は
行
き
て
過
ぎ
む

雪
の
飛
ぶ
中
）」

と
い
う
一
句
で
は
、
落
ち
て
い
る
林
の
花
が
飛
ぶ
雪
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
菅
原
道
真
ら
が
参
列
し
た
「
菊
散
一
叢
金
（
菊
は
散
ず
一
叢
の
金
）」
詩

宴
（『
菅
家
文
草
』
巻
六
に
同
題
の
詩
序
が
残
る
）
の
詩
題
は
菊
を
黄
金
に
喩

え
る
一
例
で
あ
る
。

14
）

注

11
）前
掲
の
『
勧
学
会
記
』
に
よ
る
。

15
）

作
時
に
つ
い
て
の
考
察
は
奈
良
弘
元
「
極
楽
会
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
大
学

人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』63

、2002

年
）
に
詳
し
い
。
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